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園
田
目

七
二
五

卿
に
よ
っ
て
も
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
勉
賂
記
に
一
と
蹴
L
、
賢
珠
院
吃
縛
し
た
o
宗
棋
を
嬢
肱
に
感
び
二
寺
の
倫
o
初
名
敬
雄
o
哲
慣
に
感
び
、
明
治
二
十
八
一
雇
に
諮
み
、
ご
年
三
等
文
肌
市
教
師
と
な
り
、
十
一
周

は
、
藤
江
村
に
舞
々
三
太
夫
と
い
ふ
者
が
ご
戸
あ
る
一
天
保
六
年
高
倉
皐
寮
の
寮
司
と
な
り
、
十
三
年
擬
講
一
年
十
ご
周
二
十
ご
日
六
十
九
践
を
以
て
寂
。
法
話
国
一
様
少
屈
に
任
じ
、
漢
文
教
師
を
勤
め
、
十
ご
周
南
北

と
記
し
て
ゐ
る
。
一
に
、
安
政
元
年
嗣
誠
に
、
文
久
元
年
講
師
に
強
み
、
一
一
般
院
。
後
大
正
十
三
年
本
山
よ
り
擬
識
を
贈
ら
れ
た
。
一
一
同
院
塾
生
数
総
主
任
と
な
り
、
三
年
二
周
司
文
司
秘

フ
ヂ
Z
ジ
ロ
ベ
Z

藤
江
次
郎
兵
衛
文
化
申
御
一
明
治
七
年
三
周
十
五
日
寂
、
享
年
八
十
三
。
一
フ
ヂ
シ
マ
モ
タ
テ
ン
藤
島
款
天
金
課
員
宗
東
一
銭
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
置
臓
の
後
、
常
に
申
皐
叉
は
附

歩
小
頭
よ
り
三
十
人
頭
に
滋
み
、
新
知
百
石
を
領
し
二
フ
ヂ
カ
ケ
ノ
切
ザ
ダ
藤
懸
則
定
逝
都
友
之
助
・
一
夜
間
長
寺
十
四
代
の
住
職
。
突
は
猫
飽
。
蔀
は
文
英
。
一
範
患
校
に
教
鞭
を
採
り
、
明
治
ご
十
五
年
八
周
波
し

交
政
四
年
授
。
子
孫
相
繕
い
で
藩
に
仕
へ
る
。
一
七
郎
左
衛
門
・
八
右
衛
門
。
亭
保
十
九
年
整
突
入
郎
一
哲
備
に
接
び
、
猿
司
に
強
み
、
明
治
十
二
年
九
周
サ
一
た
。
年
六
十
入
。
維
正
二
十
一
践
の
時
、
初
め
て
大

フ
ヂ
Z

マ
ツ
ザ
プ
ロ
ウ
藤
江
松
=
一
郡
部
は
高
一
兵
衛
の
也
知
百
一
乱
十
石
を
製
ぎ
、
前
回
御
前
附
御
用
一
九
日
寂
、
卒
年
況
十
一
。
法
名
懇
務
院
。
一
坂
に
遊
び
、
際
揮
東
践
に
感
び
、
傍
ら
奥
野
小
山
等

虎
。
本
多
民
に
仕
へ
て
足
腰
に
斑
L
、
明
治
元
年
越
一
人
よ
り
貸
陪
四
年
間
御
附
物
顕
を
経
、
次
第
に
昇
進
一
フ
ヂ
セ
藤
瀬
期
羽
咋
郡
鎚
打
郷
に
臨
す
る
部
落
。
一
と
交
り
、
文
章
の
結
構
に
関
し
て
は
之
を
巽
遜
鷲
に

後
の
役
に
従
う
て
功
あ
り
、
四
年
十
一
周
サ
四
日
間
一
し
て
大
組
顕
に
去
り
、
安
永
三
年
百
去
十
石
を
加
へ
二
日
名
は
際
掠
比
古
前
祉
が
あ
ろ
か
ら
起
る
。
一
問
う
て
大
に
得
る
所
が
あ
り
、
金
棒
に
闘
っ
て
松
風

志
芝
木
喜
内
と
共
に
、
故
主
本
多
政
均
の
仇
多
賀
賢
一
九
年
致
仕
し
て
仁
腐
と
鋭
し
、
料
三
十
人
扶
持
-P一
受
一
フ
ヂ
タ
カ
ツ
ア
キ
ラ
藤
田
克
章
活
稽
玄
菅
左
一
祉
を
興
し
、
一
筋
成
る
毎
に
金
子
怪
・
永
山
平
太
等

三
郎
を
江
州
長
潰
瞬
に
討
ち
、
五
年
十
一
周
回
目
白
一
け
た
。
一
衛
門
。
交
政
三
年
簡
を
以
て
務
の
老
医
長
大
隅
守
漣
一
と
互
に
品
訴
を
加
へ
た
。
是
を
以
て
宿
儒
凋
務
の
後

裁
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
享
年
サ
八
。
一
フ
ヂ
カ
ケ
プ
ゼ
ン
藤
懸
盟
前
前
田
利
家
に
仕
一
愛
に
仕
へ
た
o
克
章
は
所
属
を
蓬
生
軒
と
い
ひ
、
太
一
は
、
総
正
競
然
と
し
て
金
域
文
患
の
柄
を
掠
っ
た
。

フ
ヂ
カ
ケ
藤
磁
調
咋
郷
の
萄
品
名
。
承
久
三
へ
て
七
千
石
を
受
け
、
利
回
伎
の
大
型
寺
征
伐
に
従
ひ
、
一
叩
鈴
限
切
人
は
鈴
丸
と
鋭
し
、
最
も
狂
一
献
を
好
み
、
傍
一
著
す
腕
、
詔
令
集
・
新
賞
務
教
・
新
賀
子
教
・
三
字
経

年
注
訟
の
能
登
閥
回
数
目
録
に
、
『
藤
一
掛
村
、
四
町
一
一
大
脅
厚
用
に
続
い
て
正
門
外
腐
屋
上
に
繁
笠
宮
闘
し
一
ら
俳
諮
と
持
明
院
流
の
替
と
に
建
し
、
天
保
六
年
七
一
約
解
・
近
世
議
略
・
新
世
話
千
字
文
・
書
瞭
類
穏
・
用
文

段
、
建
保
二
年

-Z篠
』
と
あ
り
、
天

E
七
年
八
用
H
V
一た
o
後
関
前
は
浪
人
し
、
そ
の
子
七
郎
左
衛
門
別
に
一
十
一
一
品
械
を
以
て
授
。
そ
の
孫
に
繰
正
・
を
出
し
た
。
一
類
例
・
側
道
-
文
抄
・
滞
感
入
門
・
金
域
文
抄
・
傭
身
指

七
日
附
前
回
利
家
の
盗
賊
鮒
一
純
を
命
じ
た
文
替
の
宛
一
利
長
よ
り
新
知
四
百
石
を
受
け
た
o
子
孫
務
に
間
一
段
一
フ
ヂ
タ
キ
藤
満
能
美
郡
三
坂
地
内
に
あ
っ
て
二
要
・
文
章
椀
航
・
容
目
指
文
抄
・
容
溺
詩
抄
等
が
あ
る
。

所
に
も
、
笛
木
藤
か
け
村
役
人
と
あ
る
。
醸
懸
村
は
一
す
る
O

J

一
高
さ
十
米
に
過
ぎ
ぬ
が
、
澗
議
の
大
な
る
と
、
三
傑
一
フ
ヂ
タ
完
ケ
ヤ
ス
藤
田
恭
安
逝
縛
長
十
郎
・
求

後
悦
存
せ
ぬ
が
、
宮
木
入
幡
位
一
博
記
に
、
『
藤
掛
郷
内
一
フ
ヂ
カ
ケ
ヨ
リ
ヨ
シ
藤
懸
額
善
通
都
友
之
助
・
一
の
水
の
下
る
と
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
る
。
一
馬
。
突
は
安
勝
。
元
勝
中
前
悶
綱
紀
に
仕
へ
て
新
知

篠
披
村
古
脱
=
際
掛
吋
』
と
あ
る
と
い
ふ
。
一
陣
太
。
隼
人
組
之
の
益
子
。
天
保
五
年
也
知
五
一
白
石
一
フ
ヂ
タ
キ
チ
ザ
Z
モ
ン
藤
田
宮
左
衛
門
初
め
一
三
百
石
を
賜
は
り
、
奥
小
将
・
大
小
綿
番
顕
を
鰐
て
、

フ
ヂ
カ
ケ
ゲ
ン
ネ
イ
藤
懸
玄
寧

m
羽
咋
郡
鹿
顕
一
を
襲
ぎ
、
大
小
締
・
表
小
締
等
に
腿
任
し
た
o

一
育
郎
兵
衛
o
御
歩
よ
り
同
小
限
に
昇
り
、
新
知
百
石
一
亭
保
の
初
先
弓
頭
と
な
り
、
同
七
年
矢
返
老
の
後
袈

箆
宗
東
波
常
徳
寺
十
六
代
の
住
聡
で
、
一
部
は
域
部
、
一
フ
チ
カ
タ
扶
持
方
食
品
怖
の
一
一
艇
で
あ
る
扶
持
一
を
受
け
、
見
政
元
年
三
十
人
蹴
と
な
り
、
二
年
夜
。
一
般
し
て
ご
千
石
を
受
け
、
人
持
組
に
列
し
、
十
五
年

致
遂
と
践
し
、
明
治
の
初
年
頃
寮
司
に
滋
み
、
十
七
一
米
を
扶
持
方
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
が
、
別
に
江
戸
・
一
子
孫
相
縫
い
で
務
に
仕
ヘ
忍
o

一
小
松
城
番
と
な
り
、
翌
年
公
事
場
奉
行
に
轄
じ
、
延

年
=
万
十
九
日
寂
、
阿
縛
院
と
縛
し
た
。
一
京
・
大
坂
な
ど
の
詰
人
に
奥
へ
る
出
張
手
憶
を
い
ふ
一
フ
ヂ
タ
タ
ラ
ノ
ジ
ヨ
ウ
藤
囲
内
競
先
八
郎
兵
一
亭
元
年
絡
め
、
三
年
一
般
し
た
、
年
六
十
五
。

フ
ヂ
カ
ケ
ゴ
ウ
藤
懸
郷
期
羽
咋
郡
に
臨
し
、
務
一
こ
と
も
あ
る
o
後
者
は
知
行
に
邸
じ
て
人
馬
の
搬
を
一
衡
の
子
。
新
知
百
五
十
石
を
領
L
、
元
和
元
年
大
坂
一
フ
ヂ
ダ
ナ
藤
翻
金
揮
の
町
名
。
陪
川
川
上
白

政
時
代
で
は
、
深
谷
・
前
讃
・
笹
波
・
鹿
頭
イ
小
密
・
赤
一
定
め
、
そ
の
敏
だ
け
の
扶
持
方
と
し
て
一
人
一
日
米
一
役
に
出
陣
し
、
悶
山
口
で
職
死
し
た
。
子
孫
は
な
い
。
一
山
祉
の
境
内
に
往
時
限
棚
が
あ
っ
た
の
で
、
世
人
此

崎
・
千
浦
・
風
無
・
風
戸
の
九
ヶ
村
を
倉
ん
で
居
た
。
一
一
升
、
馬
一
一
位
一
日
大
一
毘
三
升
を
そ
の
地
の
代
銀
に
一
フ
ヂ
タ
ゲ
ン
ト
タ
藤
田
玄
徳
御
留
師
と
し
て
一
の
附
涯
を
藤

圃


